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●
は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ
で
は
一
九
九
七
年
に
条
件

付
現
金
給
付
政
策
「
教
育
・
保
健
・
食

料
計
画
」（
以
下
、
プ
ロ
グ
レ
サ
）
が

始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
人
材
育
成
を
目
的

と
す
る
点
に
お
い
て
も
、
厳
密
な
選
別

主
義
に
よ
っ
て
受
益
対
象
を
絞
り
込
む

と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
貧
困
削
減
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
今
日
に
至
る
ま
で
、
名
称
は
「
人
間

開
発
計
画
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
」（
以

下
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
）
へ
と
変

更
さ
れ
た
も
の
の
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
当

初
の
ま
ま
変
わ
る
こ
と
な
く
、
四
期
の

政
権
で
継
続
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は

国
際
的
に
も
成
功
例
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
七
年
間

を
振
り
返
り
、
そ
の
実
績
と
問
題
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

●
条
件
付
現
金
給
付
政
策
の
開
始

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
メ
キ
シ

コ
で
は
、
債
務
危
機
を
契
機
に
経
済
政

策
が
国
家
主
導
型
か
ら
自
由
化
・
市
場

化
指
向
型
へ
と
大
き
く
切
り
替
わ
っ

た
。
そ
の
転
換
は
経
済
危
機
と
相
ま
っ

て
、
従
来
か
ら
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
あ
っ

た
貧
困
問
題
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
政
権
政
党
で
あ
る
制
度
的
革

命
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
へ
の
不
信
・
不
満
を

助
長
し
た
。
社
会
的
に
も
政
治
的
に
も

何
ら
か
の
施
策
を
講
ず
る
必
要
性
に
迫

ら
れ
た
サ
リ
ー
ナ
ス
政
権
（
一
九
八
八

〜
九
四
年
）
は
、
貧
困
層
を
対
象
と
す

る
「
国
民
連
帯
計
画
」
を
実
施
し
た
。

連
帯
計
画
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
提
案
・
実
施
へ
の
参
加
お
よ

び
共
同
責
任
を
求
め
る
な
ど
の
新
し
い

試
み
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
資
源
配
分

は
都
市
部
の
周
辺
人
口
の
「
政
治
的
取

り
込
み
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
、

貧
困
削
減
政
策
と
し
て
の
成
果
は
疑
問

視
さ
れ
て
い
る
。

続
く
セ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
政
権
（
一
九
九

四
〜
二
〇
〇
〇
年
）
は
連
帯
計
画
を
引

き
継
い
だ
が
、一
九
九
七
年
八
月
に「
教

育
・
保
健
・
食
料
計
画
」（
プ
ロ
グ
レ

サ
）
を
連
帯
計
画
に
代
わ
る
新
た
な
貧

困
削
減
政
策
と
し
て
開
始
し
た
。
そ
れ

は
名
称
の
示
す
と
お
り
就
学
、
保
健
、

食
料
・
栄
養
の
三
分
野
で
き
わ
め
て
不

十
分
な
充
足
状
況
に
あ
る
子
ど
も
や
母

親
を
支
援
し
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち

の
健
康
な
身
体
と
学
力
を
育
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世
代
間
の
貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
。

プ
ロ
グ
レ
サ
は
農
村
部
の
最
貧
家
族
を

対
象
と
し
、
小
中
学
校
教
育
課
程
の
子

ど
も
に
対
す
る
奨
学
金
受
給
、
妊
婦
・

授
乳
期
の
母
親
と
乳
幼
児
な
ど
へ
の
栄

養
支
援
、
予
防
医
療
を
中
心
と
す
る
学

習
機
会
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
主

な
内
容
と
し
て
い
た
。

ま
た
以
下
の
点
に
お
い
て
、
従
来
の

貧
困
政
策
と
は
異
な
る
性
格
を
も
っ
て

い
た
。
支
援
を
も
っ
と
も
必
要
と
す
る

最
貧
層
家
族
を
厳
密
で
客
観
的
な
指
標

に
よ
り
選
別
し
た
こ
と
、
子
ど
も
の
通

学
お
よ
び
定
期
健
診
を
受
給
要
件
と
し

た
こ
と
、
栄
養
補
助
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
を
除
い
て
支
援
は
基
本
的
に
現
金
給

付
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
給
付
金

の
受
け
取
り
や
管
理
、
子
ど
も
の
就

学
、
健
康
管
理
等
に
関
す
る
「
共
同
責

任
」
を
母
親
に
課
し
た
こ
と
で
あ
る
。

選
別
は
今
日
に
至
る
ま
で
二
段
階
で
行

わ
れ
て
お
り
、
ま
ず
統
計
指
標
な
ど
を

用
い
て
地
域
が
特
定
さ
れ
、
続
い
て
そ

の
な
か
で
支
援
が
必
要
な
家
族
が
選
ば

れ
る
。ま
た
管
轄
機
関
は
社
会
開
発
省
、

公
教
育
省
、
保
健
省
で
あ
る
が
、
九
〇

年
代
か
ら
教
育
、
保
健
・
医
療
分
野
を

中
心
と
す
る
地
方
分
権
化
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
州
政
府

お
よ
び
地
方
自
治
体
（
ム
ニ
シ
ピ
オ
）

に
か
な
り
の
権
限
と
財
源
が
委
譲
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
計
画
の
中
心
的
立
案
者
の
一
人

で
、
当
時
財
務
公
共
信
用
省
の
歳
出
担

当
副
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
・
レ
ビ
ー
は
、
策
定
に
至
る
過
程
を

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
の
貧
困
政
策
で
は
食
料
支
援
が
重
要

視
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
半

ば
の
食
料
支
援
の
予
算
配
分
を
み
る
と

大
半
が
都
市
部
向
け
で
あ
り
、
も
っ
と

も
手
厚
い
助
成
を
必
要
と
す
る
農
村
部

畑 

惠
子

特　　集

新興国・発展途上国における
現金給付政策

メ
キ
シ
コ
の
条
件
付
現
金
給
付
政
策

　

―
プ
ロ
グ
レ
サ
‐
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
年
を
考
え
る
―
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メキシコの条件付現金給付政策 ―プログレサ‐オポルトゥニダデスの 17年を考える―

へ
の
配
分
が
極
め
て
小
さ
い
と
い
う
不

均
衡
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
八
〇
年
代
か

ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
国
際
機
関
な

ど
で
貧
困
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
食

料
消
費
・
栄
養
・
保
健
・
教
育
間
に
は

相
互
補
完
性
が
あ
る
こ
と
、
貧
困
世
帯

に
は
現
金
収
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

資
源
管
理
を
含
め
て
問
題
克
服
の
た
め

に
は
当
事
者
の
主
体
性
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
貧
困
層
の

所
得
移
転
へ
の
長
期
依
存
を
回
避
す
る

た
め
に
は
資
源
を
人
材
育
成
に
充
当
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
提
案
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
際

的
に
も
貧
困
の
克
服
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
新
し
い
政
策
枠
組
み
が
模
索
さ
れ

る
な
か
、
一
九
九
四
年
末
の
通
貨
危
機

に
よ
る
経
済
の
悪
化
と
国
民
の
困
窮
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
た
メ
キ
シ
コ
で
、
新

た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
と
づ
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
レ
サ
は
メ
キ

シ
コ
独
自
の
政
策
と
い
う
よ
り
も
、
国

際
的
な
貧
困
政
策
の
枠
組
み
に
準
じ
て

米
州
開
発
銀
行
か
ら
の
融
資
を
得
て
実

施
さ
れ
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

レ
ビ
ー
自
身
も
そ
れ
以
前
か
ら
米
州
開

発
銀
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
に
か
か

わ
っ
て
き
た
経
済
学
者
で
あ
り
、
二
〇

〇
八
年
三
月
か
ら
は
同
銀
行
副
総
裁
を

務
め
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
市
場
に
参

入
し
競
争
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と

い
う
目
的
に
お
い
て
も
、
対
象
の
絞
り

こ
み
（
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
）
に
よ
っ

て
限
ら
れ
た
資
源
で
最
大
の
成
果
を
目

指
す
と
い
う
方
向
性
に
お
い
て
も
、
新

自
由
主
義
の
考
え
方
と
親
和
性
の
高
い

政
策
で
あ
っ
た
。

●
プ
ロ
グ
レ
サ
か
ら
オ
ポ
ル
ト
ゥ

ニ
ダ
デ
ス
へ

二
〇
〇
〇
年
に
メ
キ
シ
コ
で
は
国
民

行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
の
勝
利
に
よ
っ
て

七
一
年
ぶ
り
に
Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
下げ

野や

し
、
二

〇
一
二
年
ま
で
二
期
に
わ
た
り
Ｐ
Ａ
Ｎ

政
権
が
続
い
た
。
メ
キ
シ
コ
で
は
大
統

領
の
再
選
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
六

年
で
大
統
領
が
交
代
す
る
た
び
に
、
同

じ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
政
権
で
あ
っ
て
も
、
社
会
政

策
に
関
し
て
は
衆
目
を
集
め
る
戦
略
が

新
規
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
も
同
様
の
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
、
政
権
ご
と
に
変
り
映

え
の
し
な
い
内
容
を
新
し
い
名
称
で
包

ん
だ
だ
け
の
貧
困
克
服
に
向
け
た
戦
略

が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
条
件
付

現
金
給
付
政
策
は
そ
の
戦
略
の
ひ
と
つ

の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
政
権
（
二
〇
〇
〇
〜
〇

六
年
）
は
二
〇
〇
二
年
に
名
称
を
プ
ロ

グ
レ
サ
か
ら
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
へ

と
変
更
し
、
米
州
開
発
銀
行
と
新
た
な

ロ
ー
ン
契
約
を
結
ん
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
拡
充
に
努
め
た
。
継
続
理
由
と
し
て

は
、
国
内
外
の
評
価
が
好
意
的
で
あ
っ

た
こ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
政

党
色
が
薄
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
同
政
権
は
貧
困
克
服
を
重
点

課
題
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、
そ
の
た
め

の
戦
略
と
し
て
「
あ
な
た
と
と
も
に
」

（Contigo

）
を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
能

力
開
発
、
所
得
機
会
の
創
出
、
財
産
形

成
、社
会
保
障
の
提
供
を
骨
子
と
し
て
、

教
育
、
保
健
・
栄
養
、
職
業
訓
練
に
力

点
を
お
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
な
っ
て
い
た
。
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ

デ
ス
は
そ
の
な
か
の
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
り
、
予
算
、
受
益
者
数
と
も
に

実
績
を
大
き
く
伸
ば
し
た
。
人
口
二
五

〇
〇
人
未
満
の
農
村
部
に
限
定
さ
れ
て

い
た
対
象
地
域
が
二
〇
〇
一
年
に
準
都

市
部
に
拡
大
さ
れ
、
翌
〇
二
年
に
は
一

万
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
都
市
部
ま
で
が

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
就
学
支
援

も
高
校
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
高
校
に

入
学
し
二
二
歳
ま
で
に
卒
業
す
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
追
加
的
給
付
制
度
が
設

け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に
は

対
象
家
族
の
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
向

け
の
現
金
給
付
が
始
ま
っ
た
。

対
象
地
域
の
拡
大
は
、
家
族
単
位
で

は
困
窮
し
て
い
て
も
居
住
地
区
が
最
貧

で
は
な
い
た
め
に
、
受
給
資
格
か
ら
排

除
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
問
題
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
妥
当

な
決
定
で
あ
っ
た
。
高
校
教
育
重
視
も

次
世
代
の
能
力
開
発
と
い
う
目
的
に
か

な
っ
て
い
た
。
だ
が
高
齢
者
支
援
は
次

世
代
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
。
高
齢
者
の
貧
困
は
当
時
の

メ
キ
シ
コ
で
近
い
将
来
に
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
現
実
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
お
り
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
政
権
も
す
で

に
二
〇
〇
三
年
か
ら
農
村
部
の
高
齢
者

支
援
を
開
始
し
て
い
た
。
し
か
し
、
オ

ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
に
こ
の
よ
う
な
支

援
項
目
が
加
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
選

挙
を
に
ら
ん
だ
政
治
判
断
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、

中
道
左
派
の
民
主
革
命
党
の
候
補
者
が

首
都
連
邦
区
で
の
実
績
に
も
と
づ
い
て
、

七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
を
対
象
と

す
る
現
金
給
付
を
全
国
的
に
実
施
す
る

こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
政
権
期
に
、
オ
ポ
ル

ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
は
人
材
育
成
と
い
う
目

的
か
ら
も
、
政
治
的
中
立
性
と
い
う
暗

黙
の
前
提
か
ら
も
、
乖
離
し
始
め
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

続
く
カ
ル
デ
ロ
ン
政
権
（
二
〇
〇
六

〜
一
二
年
）
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が

強
ま
っ
た
。
同
政
権
は
二
〇
〇
八
年
四

月
に
極
貧
削
減
戦
略
と
し
て
、「
よ
り

よ
く
生
き
る
」（V

ivir M
ejor

）
を
発
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表
し
た
。
食
料
・
栄
養
支
援
、保
健
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
や
社
会
的
保
護
網
の
創
出

を
行
動
方
針
と
す
る
こ
の
戦
略
に
目
新

し
さ
は
な
い
が
、
大
統
領
は
第
一
段
階

と
し
て
、
周
辺
地
域
の
一
五
万
人
へ
の

優
先
的
支
援
を
約
束
し
た
。
新
戦
略
に

も
と
づ
い
て
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス

の
対
象
家
族
に
対
し
て
も
国
際
的
な
食

料
価
格
の
上
昇
へ
の
緊
急
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
さ
ら
な
る
食
料
補

助
と
、
三
〜
九
歳
の
児
童
を
対
象
と
す

る
現
金
給
付
が
二
〇
一
〇
年
よ
り
追
加

さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
支

援
も
政
権
初
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
政
権
は
二
〇
〇
九
年
に
、
都

市
圏
の
物
価
な
ど
を
考
慮
し
て
、
都
市

向
け
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
を
メ
ヒ

コ
、
プ
エ
ブ
ラ
、
北
部
国
境
な
ど
の
州

に
お
い
て
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
九
年
は
下

院
選
挙
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
新

聞
な
ど
で
は
そ
の
政
治
的
意
図
が
問
題

視
さ
れ
た
。
ラ
ホ
ル
ナ
ー
ダ
紙
の
社
説

（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
九
日
付
）は
、「
国

民
連
帯
計
画
」
か
ら
「
よ
り
よ
く
生
き

る
」
ま
で
の
一
連
の
社
会
政
策
が
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
、
選
挙
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ

な
統
制
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
批
判
し
、
国
民
の
安
寧
と
権
利
尊

重
の
た
め
の
社
会
政
策
へ
と
転
換
す
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
デ
マ
ゴ
ギ
ー
や
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
末
に
ペ
ー
ニ
ャ
・
ニ
エ

ト
が
大
統
領
に
就
任
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
政

権
に
返
り
咲
い
た
。
ペ
ー
ニ
ャ
・
ニ
エ

ト
は
就
任
直
後
に
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ

ス
の
継
続
と
拡
充
を
約
束
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
貧
困
削
減
戦
略
「
飢
餓
撲

滅
の
た
め
の
十
字
軍
」
を
発
表
し
た
。

そ
れ
は
四
〇
〇
の
ム
ニ
シ
ピ
オ
に
居
住

す
る
七
四
〇
万
人
の
周
辺
人
口
を
対
象

と
し
、
①
適
切
な
食
料
に
よ
る
飢
餓
の

撲
滅
、
②
幼
児
の
栄
養
失
調
の
削
減
、

③
農
業
生
産
の
増
大
、
④
収
穫
後
の
消

失
お
よ
び
食
料
浪
費
の
削
減
、
⑤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
と
動
員
の
促
進
を
目

的
と
す
る
。

同
政
権
は
「
国
家
開
発
計
画
二
〇
一

三
〜
一
八
年
」
に
お
い
て
五
つ
の
主
要

課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
包
摂
す
る

メ
キ
シ
コ
」、す
な
わ
ち
貧
困
、不
平
等
、

社
会
的
排
除
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
掲

げ
た
。
そ
し
て
社
会
権
と
い
う
概
念
を

用
い
て
、
国
家
の
活
動
は
国
民
に
よ
る

社
会
権
の
行
使
の
保
障
に
集
中
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
、
社
会
権
の
行
使
は
基

礎
的
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
水
道
、
衛

生
、
電
気
、
社
会
保
障
、
教
育
、
食
料
、

住
居
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
と
お
し
て

実
現
す
る
と
述
べ
た
。「
十
字
軍
」
は

基
本
的
な
社
会
権
の
ひ
と
つ
で
あ
る
食

料
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
に
は「
十
字
軍
」

の
主
要
な
役
割
が
課
さ
れ
た
。
二
〇
一

三
年
の
大
統
領
教
書
に
よ
れ
ば
、「
十

字
軍
」
が
対
象
と
す
る
四
〇
〇
の
ム
ニ

シ
ピ
オ
の
う
ち
三
九
九
で
オ
ポ
ル
ト
ゥ

ニ
ダ
デ
ス
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
二
〇

〇
万
家
族
の
な
か
で
二
二
〇
万
人
が
奨

学
金
を
、
一
万
四
三
〇
〇
人
が
高
齢
者

支
援
を
、
一
〇
〇
万
人
が
児
童
支
援
を

受
け
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
各
政
権
は
貧
困
克
服

に
向
け
た
取
り
組
み
を
国
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、「
あ
な
た
と
と
も
に
」、「
よ
り

よ
く
生
き
る
」、
あ
る
い
は

「
飢
餓
撲
滅
十
字
軍
」と
い
っ

た
、
政
策
と
大
統
領
の
一
体

性
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
名

称
を
冠
し
て
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ

ニ
ダ
デ
ス
を
そ
の
な
か
に
組

み
入
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
や
り
方
の
な
か
に
も
、
オ

ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
の
政
治

利
用
や
貧
困
削
減
政
策
を
と

お
し
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

●
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス

に
よ
る
現
金
給
付

で
は
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ

デ
ス
の
受
給
資
格
が
認
め
ら

れ
る
と
、
い
く
ら
の
現
金
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
、
二
〇
一
三
年
一
二

月
三
〇
日
付
の
官
報
に
も
と
づ
い
て
見

て
み
よ
う
。
項
目
別
支
給
月
額
は
一
家

族
あ
た
り
の
食
料
支
援
三
一
五
ペ
ソ
、

補
足
的
食
料
支
援
（
国
際
的
な
食
料
価

格
の
上
昇
に
対
応
）
一
三
〇
ペ
ソ
、
児

童
手
当
（
一
人
あ
た
り
）
一
一
五
ペ
ソ
、

高
齢
者
支
援
（
一
人
あ
た
り
）
三
四
五

ペ
ソ
で
あ
る
。
奨
学
金
は
表
１
の
と
お

り
で
あ
り
、
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
女

子
生
徒
へ
の
受
給
額
が
男
子
生
徒
よ
り

も
少
し
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
奨
学

金
と
い
っ
て
も
公
立
学
校
は
基
本
無
料

（注）* 人口 2500 人以下の農村部のみに適用。
（出所）DOF（30/12/2013） p.9, 参考文献⑧ p.245.

教育レベル 男子 女子 文具等購入費
小学校 1年 * 165

220

2 年 * 165
3 年 165
4 年 195
5 年 250
6 年 330

中学校 1年 480 510
4102 年 510 565

3 年 535 620
高等学校等 1年 810 930

4102 年 870 995
3 年 925 1,055

表１　奨学金月額（ペソ） 2012-13 年 ,2013-14 年
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メキシコの条件付現金給付政策 ―プログレサ‐オポルトゥニダデスの 17年を考える―

で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
労
働
で

得
ら
れ
る
収
入
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ

り
、
就
学
を
確
保
す
る
こ
と
に
そ
の
狙

い
が
あ
り
、
奨
学
金
の
大
半
は
実
質
、

家
族
の
生
活
支
援
で
あ
る
。
そ
の
他
、

一
八
〜
二
九
歳
の
中
学
課
程
修
了
者
お

よ
び
二
二
〜
二
九
歳
の
高
校
課
程
修
了

者
に
も
支
援
金
が
受
給
さ
れ
る
。だ
が
、

一
家
族
が
受
給
で
き
る
補
助
金
は
、
小

中
学
校
の
奨
学
金
を
得
て
い
る
場
合
は

奨
学
金
の
上
限
が
一
二
六
五
ペ
ソ
、
他

の
支
援
が
四
四
五
ペ
ソ
で
計
一
七
一
〇

ペ
ソ
、
高
校
等
の
奨
学
金
を
含
む
場
合

は
奨
学
金
の
上
限
が
二
三
二
〇
ペ
ソ

で
、
計
二
七
六
五
ペ
ソ
に
上
限
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
一
家
族
の
平
均
受
給
額

は
八
一
二
ペ
ソ
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年

の
最
低
賃
金
平
均
（
日
給
）
約
六
三
ペ

ソ
に
照
ら
す
と
、
約
一
三
日
分
に
相
当

す
る
。
そ
れ
だ
け
で
生
活
で
き
る
金
額

で
は
な
い
に
し
て
も
、
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ

ダ
デ
ス
の
保
障
が
最
貧
層
に
と
っ
て
貴

重
な
現
金
収
入
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

表
２
は
プ
ロ
グ
レ
サ
‐
オ
ポ
ル
ト
ゥ

ニ
ダ
デ
ス
の
実
績
を
示
し
て
い
る
。
二

〇
一
二
年
の
受
益
家
族
数
は
一
九
九
八

年
か
ら
三
・
七
倍
に
増
え
、
今
や
全
家

族
の
二
〇
％
以
上
、
人
口
の
四
分
の
一

を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か

し
、二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
家
族
数
、

対
象
地
区
と
も
に
微
増
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

カ
バ
ー
範
囲
が
ほ
ぼ
限
界
に
近
づ
い
て

い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
二
〇
一

二
年
に
メ
キ
シ
コ
で
は
世
帯
の
一
〇
・

四
％
、
人
口
の
一
四
・
二
％
が
最
貧
水

準
に
あ
り
、
世
帯
の
二
九
・
九
％
、
人

口
の
三
七
・
一
％
が
貧
困
水
準
（
最
貧

を
含
む
）
に
あ
っ
た
。
計
算
上
は
最
貧

の
全
家
族
が
、
貧
困
家
族
の
約
七
〇
％

が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
包
摂
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
捕
捉
率
の
高
さ

は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で

あ
る
が
ゆ
え
に
新
た
な
支
援
項
目
が
追

加
さ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
貧
困
の
克
服
と
い
う
目
的
の

た
め
に
適
切
で
有
効
な
支
出
増
で
あ
れ

ば
何
ら
問
題
は
な
い
。
だ
が
先
に
述
べ

た
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
政
治
利
用
が

強
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
来
の
目

的
が
損
な
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト

的
な
政
策
へ
と
変
質
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
受
益
家
族
の
地
理
的
分
布
に

は
農
村
部
の
比
率
が
低
下
し
、都
市
部
・

準
都
市
部
の
比
率
が
増
加
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
の
都
市
人
口
は

七
八
％
を
超
え
て
お
り
、
都
市
部
に
も

深
刻
な
貧
困
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
だ
が
二
〇
一
〇
年
以
降
は
農
村
部

の
受
益
家
族
は
全
体
の
六
〇
％
に
ま
で

低
下
し
て
お
り
、
農
村
部
の
最
貧
層
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
た
当
初
の
方

針
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

で
は
こ
の
間
に
貧
困
は
ど
の
程
度
削

減
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
に

メ
キ
シ
コ
の
貧
困
人
口
比
率
は
四
六
・

九
％
、
最
貧
人
口
比
率
は
一
八
・
五
％

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
二
年

に
貧
困
人
口
比
率
は
九
・
八
ポ
イ
ン
ト
、

最
貧
人
口
比
率
は
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
グ
レ
サ
‐

オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
の
寄
与
が
ど
の

程
度
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
同
様

の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
一
九
九
九
〜
二
〇
一
二
年
の
間

に
貧
困
人
口
比
率
は
一
八
・
九
ポ
イ
ン

ト
、
最
貧
人
口
比
率
は
七
・
五
ポ
イ
ン

ト
減
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
の
比
率
は

そ
れ
ぞ
れ
一
八
・
六
％
、
五
・
四
％
と

メ
キ
シ
コ
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
水
準

に
あ
る
。
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
実
績
か
ら
判

断
す
る
限
り
、
メ
キ
シ
コ
の
貧
困
率
は

低
下
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
貧
困
削
減

政
策
が
き
わ
め
て
効
率
的
で
抜
き
ん
で

た
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
結
論
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

●
お
わ
り
に

プ
ロ
グ
レ
サ
‐
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ

（注）* 暫定値。
（出所）1997 ～ 99 年の支出のみ参考文献③ .25 ページ , その他は参考文献⑧ pp.71-72 より作成。

年 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013*

 支出（100万ペソ） 465.8 3,398.6 6,890.1 9,586.9 12,393.0 17,003.8 22,311.1 25,651.7 29,964.2 33,525.7 36,769.2 41,706.5 46,698.9 57,348.9 59,119.2 59,653.8 66,306.8

 受益家族数（1000） 300.7 1,595.6 2,306.3 2,476.4 3,237.7 4,240.0 4,240.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,049.2 5,209.3 5819.0 5827.3 5845.1 5,800.0

　　農村部（％） 86.0 78.0 72.9 71.0 69.1 68.8 69.2 68.2 67.8 66.2 62.0 62.3 60.5 60.5

　　準都市部（％） 13.8 18.5 14.5 17.6 17.4 17.2 17.1 17.5 17.2 17.3 16.5 17.0 18.8 18.8

　　都市部（％） 0.2 3.5 12.6 11.4 13.5 14.0 13.7 14.2 15.0 16.5 21.5 20.7 20.7 20.7

 対象ムニシピオ数 456 1,743 2,155 2,166 2,317 2,354 2,360 2,429 2,435 2,441 2,444 2,444 2,445 2,445 2,448 2,449 2,449

 対象地区数 10,769 40,906 53,055 53,232 67,737 70,520 70,436 82,973 86,091 92,672 92,961 95,819 97,922 97,053 97,437 105,588 105,588

表 2　プログレサ ‒オポルトゥニダデスの支出と受益家族数・地域数
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ス
は
政
党
を
問
わ
ず
、
各
政
権
に
と
っ

て
貧
困
克
服
戦
略
の
柱
と
し
て
重
視
さ

れ
、
拡
充
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
は

二
〇
一
二
年
八
月
に
私
自
身
が
訪
れ
た

ベ
ラ
ク
ル
ス
州
の
山
間
部
に
あ
る
人
口

四
五
〇
人
足
ら
ず
の
先
住
民
の
村
で
も

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
村
で

は
住
民
の
多
く
が
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ

ス
か
ら
支
援
を
得
て
お
り
、
教

育
・
保
健
分
野
で
の
改
善
が
目
を

引
い
た
。
二
〇
年
前
の
訪
問
時
に

す
で
に
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に

あ
っ
た
が
、
最
近
校
舎
が
新
築
さ

れ
て
各
学
年
一
ク
ラ
ス
ず
つ
が
設

置
さ
れ
て
い
た
（
写
真
１
）。
そ

し
て
以
前
に
は
な
か
っ
た
保
健
所

が
村
の
入
り
口
に
開
設
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
フ
ェ
ン
ス
に
は

「
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
の
お
か

げ
で
健
康
に
。
州
政
府
と
保
健
部

門
、
あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
た

幕
が
張
ら
れ
て
い
た
（
写
真
２
）。

教
育
、
食
料
、
保
健
な
ど
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
国
民
の
社
会
権
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ナ

リ
ス
ト
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
あ
り

得
な
い
。
本
稿
で
は
貧
困
削
減
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き

た
が
、
こ
の
垂
幕
の
文
言
も
日
常

的
な
一
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。最

後
に
、
そ
の
他
に
も
オ
ポ
ル

ト
ゥ
ニ
ダ
デ
ス
に
関
し
て
は
、
一

見
女
性
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
家
庭
や
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
伝

統
的
な
女
性
の
社
会
的
役
割
を
強
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
行
政
主
導
で

住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
性
の
育

成
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
っ
た
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え

て
お
き
た
い
。

（
は
た　

け
い
こ
／
早
稲
田
大
学
社
会
科

学
総
合
学
術
院
教
授
）
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